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巻頭言
『文化継承学論集』創刊号の刊行にあたって
文学研究科委員長　日向一雅
　文学研究科では二〇〇四年度に、博士後期課程に新しい授業科目として「文化継承学」1・ll
を開講した。これは従来の専攻・専修中心のカリキュラムとは異なり、専攻や専修の枠を越えた
共通科目である。専門の異なる複数の教員が講義するのと並行して院生諸君がそれぞれの研究テ
ーマを発表し、教員と院生とが自由に質疑討論をするというものである。専門分野が異なれば、
日ごろ顔を合わせている教員同士、院生同士でも互いにどのような研究をしているのか、他分野
では今どのような問題が熱く取り上げられているのか、詳しい情報はなかなか知りがたいという
のが実状である。専門が細分化するのは研究の必然であるが、しかし、細分化するのに任せて専
門タコ壼型になってよいはずはない。専門を異にする研究情報のデイスコミュニケーションは克
服すべきである。「文化継承学」はそうした現状を改善する一環として、文学研究科を活性化しよ
うとするものである。
　とはいえ、これは必ずしも内発的に着手されたものではなかった。文部科学省が新規に進める
COEや学術フロンティア推進事業などに応募する過程で、その失敗にも鑑みて文学研究科の総
合力を研究と教育の両面から再構築しなければならないという反省に基づいている。学術フロン
ティアには合格したが、COEには残念ながら二回失敗した。そうした外部要因にうながされた
ことは事実であり、それを契機としっっ文学研究科の特色を示すことのできる総合的なカリキュ
ラムとして「文化継承学」を構想したのであった。「文化継承学」は文学研究科の教育と研究の充
実と発展に役立てたいと願っている。院生諸君にはこれを積極的に活用して、わかりやすく印象
に残る発表方法の学習から、新しい研究の種を発見し育てていってくれることまで大いに期待し
たい。
　ここに刊行する『文化継承学論集』は、二〇〇四年度の博士後期課程の「文化継承学」受講生
たちの研究発表をまとめたものである。受講生全員の提出に至らなかったことや、提出論文に専
攻の偏りが見られることは残念であるが、それらは次年度以降改善されるものと思う。提出され
た十四本の論文はそれぞれ最新の課題について真摯に論じられたものであり、評価していただけ
ると思う。最初の試みとして不備や至らない点はあると思うが、今後の充実のためには厳しい批
判とともに暖かな支援を広く学内学外の方々にもお願いしたい。
